
高度 VSAN間のルーティング構成

この章では、高度な構成情報と手順について説明します。高度な IVR構成をセットアップする
前に、基本的な構成手順と、IVRの機能、制限事項、および用語の説明が記載されている基本
VSAN間のルーティング構成を参照してください。

•詳細 IVR構成タスクリスト, on page 1
•詳細 IVR構成, on page 2
• IVR自動トポロジのガイドライン, on page 8
• IVRトポロジの手動構成およびアクティブ化, on page 9
•既存の IVRトポロジの使用, on page 12
• IVRの永続的 FC ID, on page 16
•高度な IVRゾーンと IVRゾーンセット, on page 19
• IVRフローでの Advanced Fabric Servicesの有効化, on page 23

詳細 IVR構成タスクリスト
SANファブリックで Advanced IVRトポロジを構成するには、次の手順を実行します：

Procedure

ステップ 1 IVRネットワークアドレス変換およびIVR NATの要件とガイドラインを参照してください。

IVRネットワークアドレス変換（NAT）を使用するかどうかを決定します。

ステップ 2 「ドメイン IDガイドライン, on page 8」を参照してください。

IVR NATを使用しない場合は、IVRに参加しているすべてのスイッチおよび VSANで一意のドメイン ID
が構成されていることを確認します。

ステップ 3 「IVRを有効化」を参照してください。

境界スイッチで IVRを有効にします。

ステップ 4 「IVRサービスグループ, on page 2」を参照してください。
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必要に応じてサービスグループを構成します。

ステップ 5 「CFSを使用した IVR構成の配布」を参照してください。

必要に応じて IVR配信を構成します。

ステップ 6 IVRトポロジを手動または自動で構成します。

IVRトポロジの手動構成およびアクティブ化, on page 9および詳細 IVR構成, on page 2を参照してくださ
い。

ステップ 7 「高度な IVRゾーンと IVRゾーンセット, on page 19」を参照してください。

手動で、またはファブリック分散を使用して、すべての IVR対応ボーダースイッチで IVRゾーンセット
を作成し、アクティブにします。

ステップ 8 「IVRトポロジの確認, on page 14」を参照してください。

IVR構成を確認します。

詳細 IVR構成
このセクションでは、詳細 IVR構成の手順について説明します。説明する項目は次のとおりで
す：

IVRサービスグループ
複雑なネットワークトポロジでは、IVR対応のVSANが少数しかない場合があります。非 IVR
対応 VSANへのトラフィック量を減らすために、IVR対応 VSANへのトラフィックを制限す
るサービスグループを構成できます。1つのネットワークで最大 16の IVRサービスグループ
を使用できます。新しい IVR対応スイッチがネットワークに追加された場合は、新しいVSAN
を含めるようにサービスグループを更新する必要があります。

サービスグループガイドライン

IVRサービスグループを構成する場合は、次の注意事項を考慮してください：

• IVR自動トポロジモードでサービスグループを使用する場合は、まず IVRを有効にして
サービスグループを構成し、次に CFSでそれらを配布してから、IVR自動トポロジモー
ドを構成する必要があります。

• CFS配信は、IVR VSANトポロジが IVR自動トポロジモードの場合にのみ、サービスグ
ループ内で制限されます。IVR VSANトポロジを参照してください。

•ネットワークには最大 16のサービスグループを構成できます。
•新しい IVR対応スイッチがネットワークに追加された場合は、新しい VSANを含めるよ
うにサービスグループを更新する必要があります。
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•同じ VSANと AFIDの組み合わせを複数のサービスグループのメンバーにすることはで
きません。メンバーになると、CFSマージは失敗します。

•すべてのサービスグループを合わせたAFIDとVSANの組み合わせの合計数が 128を超え
ることはできません。1つのサービスグループ内のAFIDとVSANの組み合わせの最大数
は 128です。

• IVRサービスグループの構成は、すべての IVR対応スイッチに配信されます。サービス
グループに属する 2つのエンドデバイス間の IVRデータトラフィックは、そのサービス
グループ内に留まります。たとえば、2つのメンバー（たとえば、pWWN 1と pWWN 2）
は、同じ IVRゾーンに属し、異なるサービスグループに属している場合、通信できませ
ん。

• CFSマージ中に、他のサービスグループと競合しない限り、同じ名前のサービスグルー
プがマージされます。

• CFSマージ中にサービスグループの総数が 16を超えると、CFSマージは失敗します。
• CFSは、サービスグループの構成情報を到達可能なすべての SANに配信します。CFS配
信をイネーブルにしない場合は、すべての VSAN内のすべての IVR対応スイッチでサー
ビスグループ構成が同じであることを確認する必要があります。

• IVRサービスグループに属する IVRエンドデバイスは、そのサービスグループ外のAFID
または VSANにエクスポートされません。

•少なくとも 1つのサービスグループが定義されていて、IVRゾーンメンバーがサービスグ
ループに属していない場合、その IVRゾーンメンバーは他のデバイスと通信できません。

•デフォルトのサービスグループ IDはゼロ（0）です。

デフォルトサービスグループ

IVRVSANトポロジの一部であるが、ユーザー定義のサービスグループの一部ではないすべて
の AFIDと VSANの組み合わせは、デフォルトサービスグループのメンバーです。デフォル
トのサービスグループの IDは 0です。

デフォルトでは、デフォルトサービスグループのメンバー間で IVR通信が許可されます。デ
フォルトポリシーを denyに変更できます。デフォルトポリシーを変更するには、「 IVRサー
ビスグループの構成, on page 3」を参照してください。デフォルトポリシーは、ASCIIの構
成の一部ではありません。

サービスグループのアクティブ化

設定されたサービスグループをアクティブにする必要があります。ゾーンセットのアクティ

ブ化や VSANトポロジのアクティブ化と同様に、設定済みのサービスグループをアクティブ
化すると、現在アクティブなサービスグループ（存在する場合）が設定済みのサービスグルー

プに置き換えられます。設定されているサービスグループデータベースとアクティブなサー

ビスグループデータベースは 1つだけです。これらの各データベースには、最大 16のサービ
スグループを含めることができます。

IVRサービスグループの構成

IVRサービスグループを構成するには、次の手順に従います：
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Procedure

ステップ 1 コンフィギュレーションモードに入ります。

switch# config t

ステップ 2 IVR-SG1と呼ばれる IVRサービスグループを構成し、IVRサーバーグループ構成モードを開始します。

switch(config)# ivr service-group name IVR-SG1

ステップ 3 IVRサービスグループを削除します。

switch(config)# no ivr service-group name IVR-SG1

ステップ 4 VSAN 1、2、および 6～ 10の AFID 10を構成します。

switch(config-ivr-sg)# autonomous-fabric-id 10 vsan-ranges 1,2,6-10

ステップ 5 VSAN 1の AFID 11を構成します。

switch(config-ivr-sg)# autonomous-fabric-id 11 vsan-ranges 1

ステップ 6 VSAN 3～ 5の AFID 12を構成します。

switch(config-ivr-sg)# autonomous-fabric-id 12 vsan-ranges 3-5

ステップ 7 AFID 12と VSAN 3～ 5の間の関連付けを削除します。

switch(config-ivr-sg)# no autonomous-fabric-id 12 vsan-ranges 3-5

ステップ 8 構成モードに戻ります。

switch(config-ivr-sg)# exit

ステップ 9 IVR-SG2と呼ばれる IVRサービスグループを構成し、IVRサーバーグループ構成モードを開始します。

switch(config)# ivr service-group name IVR-SG2

ステップ 10 VSAN 3～ 5の AFID 20を構成します。

switch(config-ivr-sg)# autonomous-fabric-id 20 vsan-ranges 3-5

ステップ 11 構成モードに戻ります。

switch(config-ivr-sg)# exit

ステップ 12 サービスグループ構成をアクティブにし、デフォルトのサービスグループ内のスイッチ間の通信ポリ

シーを allow（デフォルト）に構成します。

switch(config)# ivr service-group activate

ステップ 13 サービスグループ構成をアクティブにし、デフォルトサービスグループ内のスイッチ間の通信ポリシー

を denyに設定します。

switch(config)# ivr service-group activate default-sg-deny

Note
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通信ポリシーを許可に戻すには、 ivr service-group activateコマンドを再度発行する必要があります。

ステップ 14 サービスグループ構成を非アクティブにします（デフォルト）。

switch(config)# no ivr service-group activate

ステップ 15 VSANトポロジをアクティブにします

switch(config)# ivr vsan-topology activate

ステップ 16 IVR構成の CFS配信をイネーブルにします。

switch(config)# ivr distribute

ステップ 17 IVR構成をファブリックにコミットします。

switch(config)# ivr commit

アクティブ IVRサービスグループデータベースのコピー

設定済みの IVRサービスグループデータベースを変更できます。ただし、アクティブな IVR
サービスグループデータベースは変更できません。アクティブ IVRサービスグループデータ
ベースを手動で構成したサービスグループデータベースにコピーするには、EXECモードで
次のコマンドを使用します：

switch# ivr copy active-service-group user-configured-service-group

IVRサービスグループデータベースのクリア

IVRサービスグループデータベースのすべてのエントリをクリアするには、EXECモードで
clear ivr service-group databaseコマンドを使用します。このコマンドは、アクティブなデータ
ベースではなく、構成されたデータベースのみをクリアします。

switch# clear ivr service-group database

IVRサービスグループ構成の確認

show ivr service-group activeコマンドを使用して、アクティブな IVRサービスグループデー
タベースを表示します。

switch# show ivr service-group active
IVR ACTIVE Service Group
====================================
SG-ID SG-NAME AFID VSANS
------------------------------------------------------------------------------
1 IVR-SG1 10 1-2,6-10
1 IVR-SG1 11 1
2 IVR-SG2 20 3-5
Total: 3 entries in active service group table

show ivr service-group configuredコマンドを使用して、構成された IVRサービスグループ
データベースを表示します。
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switch# show ivr service-group configured
IVR CONFIGURED Service Group
====================================
SG-ID SG-NAME AFID VSANS
------------------------------------------------------------------------------
1 IVR-SG1 10 1-2,6-10
1 IVR-SG1 11 1
2 IVR-SG2 20 3-5
Total: 3 entries in configured service group table

自律ファブリック ID
自律ファブリック ID（AFID）は、セグメント化された VSANを識別します（例えば、二つの
VSANが論理的および物理的に分かれているが同じ VSAN番号を持つ）。Cisco MDS NX-OS
リリース 4.2（1）は、AFID 1～ 64をサポートします。AFIDは、IVR自動トポロジモードと
組み合わせて使用され、IVR VSANトポロジデータベースでセグメント化された VSANを許
可します。

自律ファブリック IDガイドライン

VSANに対して個別にAFIDを構成することも、スイッチ上のすべてのVSANに対してデフォ
ルトの AFIDを構成することもできます。デフォルトの AFIDを持つスイッチ上の VSANのサ
ブセットに個別の AFIDを構成すると、そのサブセットは構成された AFIDを使用し、そのス
イッチ上の他のすべての VSANはデフォルトの AFIDを使用します。

VSANトポロジが IVR自動トポロジモードの場合にのみ、AFID構成を使用できます。IVR手
動トポロジモードでは、AFIDは VSANトポロジ構成自体で指定され、個別の AFID構成は必
要ありません。

VSAN番号が同じで AFIDが異なる 2つの VSANは、ファブリックで許可される合計 128個の
VSANのうちの 2つの VSANとしてカウントされます。

Note

複数のスイッチに接続されているデバイスが 1つの VSANに属している場合、AFIDが異なる
ため、通常のゾーンセットを構成して相互に通信することはできません。異なるAFIDは異な
るファブリックであると見なすことができます。したがって、3つのスイッチは 3つの異なる
ファブリックを表します。

次の例に示すように IVRVSANトポロジを指定すると、同じVSANであっても、IVRはスイッ
チ間でデバイス間の接続を設定します。

同じ VSANを使用した IVR VSANトポロジ

switch# show ivr vsan-topology
AFID SWITCH WWN Active Cfg. VSANS
-----------------------------------------------------

1 20:00:00:0d:ec:27:6b:c0 yes yes 1
2 20:00:00:0d:ec:27:6c:00 yes yes 1
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3 20:00:00:0d:ec:27:6c:40 yes yes 1
Total: 3 entries in active and configured IVR VSAN-Topology

デフォルト AFIDの構成

デフォルト AFIDを構成するには、次のステップを実行します：

Procedure

ステップ 1 コンフィギュレーションモードに入ります。

switch# config terminal

ステップ 2 AFIDデータベース構成サブモードを開始します。

switch(config)# autonomous-fabric-id database

ステップ 3 AFIDに明示的に関連付けられていないすべての VSANのデフォルト AFIDを構成します。デフォルトの
AFIDの有効な範囲は 1～ 64です。

switch(config-afid-db)# switch-wwn 20:00:00:0c:91:90:3e:80 default-autonomous-fabric-id 5

ステップ 4 デフォルトの AFIDをデフォルト値（1）に戻します。

switch(config-afid-db)# no switch-wwn 20:00:00:0c:91:90:3e:80 default-autonomous-fabric-id 5

個々の AFIDの構成

個々の AFIDを構成するには、次の手順を実行します：

Procedure

ステップ 1 コンフィギュレーションモードに入ります。

switch# config t

ステップ 2 AFIDデータベース構成サブモードを開始します。

switch(config)# autonomous-fabric-id database

ステップ 3 スイッチの AFIDおよび VSAN範囲を構成します。AFIDの有効な範囲は 1～ 64です。

switch(config-afid-db)# switch-wwn 20:00:00:0c:91:90:3e:80 autonomous-fabric-id 10 vsan-ranges 1,2,5-8

ステップ 4 AFID 10から VSAN 2を削除します。

switch(config-afid-db)# no switch-wwn 20:00:00:0c:91:90:3e:80 autonomous-fabric-id 10 vsan-ranges 2
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AFIDデータベース構成の確認

AFIDデータベースの格納ファイルを表示するために、show autonomous-fabric-id database コ
マンドを使用します。

switch# show autonomous-fabric-id database
SWITCH WWN Default-AFID
--------------------------------------------------------------
20:00:00:0c:91:90:3e:80 5
Total: 1 entry in default AFID table
SWITCH WWN AFID VSANS
--------------------------------------------------------------
20:00:00:0c:91:90:3e:80 10 1,2,5-8
Total: 1 entry in AFID table

IVR自動トポロジのガイドライン
NATモードまたは IVR自動トポロジモードで IVRを使用せずに IVR SANファブリックを構
成する前に、次の一般的なガイドラインを考慮してください：

•この機能には、必須のエンタープライズライセンスパッケージまたは SAN-EXTENSION
ライセンスパッケージと 1つのアクティブな IPSカードを取得します。

• FSPFリンクコストを変更する場合は、任意の IVRパスの FSPFパスディスタンス（パス
上のリンクコストの合計）が 30,000未満になるようにしてください。

• IVR対応 VSANは、interopモードが有効または無効のときに構成できます。

ドメイン IDガイドライン
ドメイン IDを構成する前に、次のガイドラインを考慮してください：

• IVRNATを使用していない場合は、IVR動作に参加しているすべてのVSANおよびスイッ
チで一意のドメイン IDを構成します。次のスイッチが IVR動作に参加します：

•エッジ VSAN内のすべてのエッジスイッチ（送信元および宛先）
•中継 VSAN内のすべてのスイッチ

•ドメイン IDの割り当てが必要なスイッチの数を最小限に抑えます。これにより、トラ
フィックの中断が最小限に抑えられます。

• SANを初めて構成するとき、および新しいスイッチをそれぞれ追加するときは、相互接続
された VSAN間の調整を最小限に抑えます。

次の 2つのオプションのいずれかを使用してドメイン IDを構成できます：

•異なる VSANのドメインが参加しているすべてのスイッチおよび VSANで重複しないよ
うに、許可ドメインリストを構成します。

•参加しているスイッチおよび VSANごとに、重複しない静的ドメインを構成します。
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NATの含まない IVRを伴う構成では、IVRトポロジ内の 1つの VSANでスタティックドメイ
ン IDが構成されている場合、トポロジ内の他の VSAN（エッジまたは中継）にもスタティッ
クドメイン IDを構成する必要があります。

Note

中継 VSANガイドライン
中継 VSANを構成する前に、次の注意事項を考慮してください：

• IVRゾーンメンバーシップの定義に加えて、トランジットVSANのセットを指定して、2
つのエッジ VSAN間の接続を提供することもできます：

• IVRゾーン内で二つのエッジ VSANで重なった場合、トランジット VSANは接続を
提供する必要はありません。

• IVRゾーン内で二つのエッジVSANで重ならない場合、接続を提供するために1つ以
上の中継 VSANが必要な場合があります。送信元と接続先エッジ VSAN両方のメン
バーのスイッチ上で IVRが有効ではない場合、IVRゾーン内の二つのエッジ VSAN
は重なりません。

•エッジ VSANの間のトラフィックは、最短 IVRパスのみ通過します。
•中継 VSAN情報は、全ての IVRゾーンセットで共通です。時には中継 VSANは、別の
IVRゾーンでエッジ VSANとして機能することができます。

ボーダースイッチガイドライン

ボーダースイッチを構成する前に、次のガイドラインを考慮してください：

•関連する境界スイッチでのみ IVRを構成します。
•ボーダースイッチには、Cisco MDS SAN-OSリリース 1.3（1）以降が必要です。
•ボーダースイッチは、2つ以上の VSANのメンバーである必要があります。
• IVR通信を容易にする境界スイッチは、IVR対応である必要があります。
•追加の境界スイッチで IVRを有効にして、アクティブな IVRゾーンメンバー間に冗長パ
スを提供することもできます。

•境界スイッチを追加または削除する前に、VSANトポロジ構成を更新する必要がありま
す。

IVRトポロジの手動構成およびアクティブ化
IVR自動トポロジモードをイネーブルにしていない場合は、ファブリック内のすべての IVR
対応スイッチで IVRトポロジを作成する必要があります。IVR手動トポロジモードを使用す
るには、このセクションの手順に従います。

高度 VSAN間のルーティング構成
9

高度 VSAN間のルーティング構成

中継 VSANガイドライン



手動構成のガイドライン

IVR手動トポロジモードを使用する場合は、次のガイドラインを考慮してください：

• IVRトポロジでは、最大 128の IVR対応スイッチと 128の異なる VSANを構成できます
（ Figure 1:例：AFIDを使用した一意でない VSAN IDを持つ IVRトポロジ, on page 10を
参照）。

•次の情報を使用して IVRトポロジを指定する必要があります：

• IVR対応スイッチのスイッチWWN。
• IVR対応スイッチが属する 2つ以上の VSAN。
• AFIDは、論理的および物理的に分離された 2つの VSANが区別されますが、これら
の VSAN番号は同じです。最大 64個の AFIDを指定できます。

Figure 1:例：AFIDを使用した一意でない VSAN IDを持つ IVRトポロジ

• IVRトポロジ内の 2つの VSANの VSAN IDが同じで AFIDが異なる場合、IVRの 128
VSAN制限では、2つの VSANとしてカウントされます。

•単一のAFIDを使用する場合、VSAN間ルーティングトポロジでセグメント化されたVSAN
は使用できません。

IVRトポロジの手動構成

IVR対応スイッチのスイッチWWNを取得するには、show wwn switchコマンドを使用します。Note

Cisco NX-OSを使用して IVRトポロジを手動で構成するには、次の手順を実行します：

Procedure

ステップ 1 コンフィギュレーションモードに入ります。

switch# config t

ステップ 2 IVR機能の VSANトポロジデータベース構成モードを開始します。

switch(config)# ivr vsan-topology database。

高度 VSAN間のルーティング構成
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ステップ 3 このスイッチの IVRに参加するように VSAN 1、2、および 6を構成します。

switch(config-ivr-topology-db)# autonomous-fabric-id 1 switch 20:00:00:05:30:01:1b:b8 vsan-ranges 1-2,6。

ステップ 4 このスイッチの IVRに参加するように VSAN 1、2、および 3を構成します。

switch(config-ivr-topology-db)# autonomous-fabric-id 1 switch 20:00:00:05:30:01:1b:c2 vsan-ranges 1-3。

ステップ 5 このスイッチの IVRから VSAN 1および 2を削除します。

switch(config-ivr-topology-db)# no autonomous-fabric-id 1 switch 20:00:00:05:30:01:1b:c2 vsan-ranges 1-2。

ステップ 6 EXECモードに戻ります。

switch(config-ivr-topology-db)# end

What to do next

show ivr vsan-topologyコマンドを使用して、IVRトポロジを表示します。次の出力例では、
VSAN 2は VSAN 1、5、および 6の間の中継 VSANです。

switch# show ivr vsan-topology
AFID SWITCH WWN Active Cfg. VSANS
--------------------------------------------------------------

1 20:00:00:05:30:01:1b:c2 * no yes 1-2
1 20:02:00:44:22:00:4a:05 no yes 1-2,6
1 20:02:00:44:22:00:4a:07 no yes 2-5

Total: 3 entries in active and configured IVR VSAN-Topology

Current Status: Inter-VSAN topology is INACTIVE

すべての IVR対応スイッチでこの構成を繰り返すか、CFSを使用して IVR構成を配布します。
「CFSを使用した IVR構成の配布」を参照してください。

トランジット VSANは、構成に基づいて推定されます。IVR機能には、明示的な中継 VSAN
構成はありません。

Tip

手動で構成した IVRトポロジのアクティブ化
IVRトポロジを手動で構成した後、アクティブにする必要があります。

アクティブな IVRトポロジは非アクティブ化できません。IVR自動トポロジモードにのみ切
り替えることができます。

Caution

IVRトポロジを手動で Activateするには、次のステップに従います：
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Procedure

ステップ 1 コンフィギュレーションモードに入ります。

switch# config terminal

ステップ 2 手動で構成した IVRトポロジをアクティブにします。

switch(config)# ivr vsan-topology activate

アクティブな IVRトポロジの表示
show ivr vsan-topologyコマンドを使用して、アクティブな IVRトポロジを表示します。

switch# show ivr vsan-topology
AFID SWITCH WWN Active Cfg. VSANS
--------------------------------------------------------------

1 20:00:00:05:30:01:1b:c2 * yes yes 1-2
1 20:02:00:44:22:00:4a:05 yes yes 1-2,6
1 20:02:00:44:22:00:4a:07 yes yes 2-5

Total: 3 entries in active and configured IVR VSAN-Topology
Current Status: Inter-VSAN topology is ACTIVE
Last activation time: Mon Mar 24 07:19:53 2009

アスタリスク（*）はローカルスイッチを示します。Note

既存の IVRトポロジの使用
ここでは、既存の IVRトポロジの高度な IVR構成について説明します：

既存の IVRトポロジへの IVR対応スイッチの追加
IVR対応スイッチを既存のファブリックに追加する前に、新しいスイッチの IVRトポロジにエ
ントリを追加し、新しい IVRトポロジをアクティブにする必要があります。

IVR対応スイッチを既存の IVRトポロジに追加するには、次の手順を実行します：

Procedure

ステップ 1 コンフィギュレーションモードに入ります。

switch# config terminal
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ステップ 2 VSANデータベース構成サブモードを開始します。

mds(config)# ivr vsan-topology database

ステップ 3 新しい IVR対応スイッチをトポロジに追加します。

mds(config-ivr-topology-db)# autonomous-fabric-id 1 switch-wwn 20:00:00:05:40:01:1b:c2 vsan-ranges 1,4

ステップ 4 構成モードに戻ります。

switch(config-ivr-topology-db)# exit

ステップ 5 IVR VSANトポロジをアクティブにします。

switch(config)# ivr vsan-topology activate

ステップ 6 IVR構成の変更をファブリックにコミットします。

switch(config)# ivr commit

ステップ 7 EXECモードに戻ります。

switch(config)# exit

ステップ 8 実行コンフィギュレーションを保存します。

switch# copy running-config startup-config

What to do next

IVRトポロジにスイッチを追加した後、新しいスイッチで IVRと CFSを有効にします（ IVR
を有効化および CFSを使用した IVR構成の配布を参照）。

既存の IVRトポロジへの VSANの追加
既存の IVRトポロジに VSANを追加するには、コマンド構文ですべての VSANを指定する必
要があります。VSAN 1101～ 1102および 2101～ 2102を使用した最初の IVR構成, on page 13
に、VSAN1101～ 1102およびVSAN2101～ 2102の IVR構成を示します。IVR構成へのVSAN
1103および 2103の追加, on page 14に、IVRトポロジへの VSAN 1103および 2103の追加を示
します。

VSAN 1101～ 1102および 2101～ 2102を使用した最初の IVR構成

switch(config)# ivr enable
switch(config)# ivr distribute
switch(config)# ivr vsan-topology database
switch(config-ivr-topology-db)# autonomous-fabric-id 1 switch-wwn
20:00:00:0d:ec:4a:5e:00 vsan-ranges 1101-1102,1199,3100,3150
switch(config-ivr-topology-db)# autonomous-fabric-id 1 switch-wwn
20:00:00:0d:ec:4a:5f:00 vsan-ranges 2101-2102,2199,3100,3150
switch(config)# ivr vsan-topology activate
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IVR構成への VSAN 1103および 2103の追加

switch(config)# ivr enable
switch(config)# ivr distribute
switch(config)# ivr vsan-topology database
switch(config-ivr-topology-db)# autonomous-fabric-id 1 switch-wwn
20:00:00:0d:ec:4a:5e:00 vsan-ranges 1101-1103,1199,3100,3150
switch(config-ivr-topology-db)# autonomous-fabric-id 1 switch-wwn
20:00:00:0d:ec:4a:5f:00 vsan-ranges 2101-2103,2199,3100,3150
switch(config)# ivr vsan-topology activate

アクティブな IVRトポロジをコピー
手動で構成した IVRトポロジを編集できます。ただし、アクティブな IVRトポロジは編集で
きません。アクティブな IVRトポロジデータベースを手動構成トポロジにコピーするには、
EXECモードで ivr copy active-topology user-configured-topologyコマンドを発行します。

switch# ivr copy active-topology user-configured-topology

手動で構成した IVRトポロジデータベースのクリア
手動で構成された IVRトポロジデータベースをクリアするには、次の手順を実行します：

Procedure

ステップ 1 コンフィギュレーションモードに入ります。

switch# config terminal

ステップ 2 以前に作成した IVRトポロジをクリアします。

switch(config)# no ivr vsan-topology database

IVRトポロジの確認
IVRトポロジを確認するには、 show ivr vsan-topologyコマンドを発行します。

構成された IVR VSANトポロジの表示

switch# show ivr vsan-topology
AFID SWITCH WWN Active Cfg. VSANS
--------------------------------------------------------------

1 20:00:00:05:30:01:1b:c2 * yes yes 1-2
1 20:02:00:44:22:00:4a:05 yes yes 1-2,6
1 20:02:00:44:22:00:4a:07 yes yes 2-5

Total: 5 entries in active and configured IVR VSAN-Topology
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Current Status: Inter-VSAN topology is ACTIVE
Last activation time: Sat Mar 22 21:46:15 1980

アスタリスク（*）はローカルスイッチを示します。Note

アクティブな IVR VSANトポロジの表示

switch# show ivr vsan-topology active
AFID SWITCH WWN Active Cfg. VSANS
--------------------------------------------------------------

1 20:00:00:05:30:01:1b:c2 * yes yes 1-2
1 20:02:00:44:22:00:4a:05 yes yes 1-2,6
1 20:02:00:44:22:00:4a:07 yes yes 2-5

Total: 5 entries in active IVR VSAN-Topology
Current Status: Inter-VSAN topology is ACTIVE
Last activation time: Sat Mar 22 21:46:15

構成された IVR VSANトポロジの表示

switch# show ivr vsan-topology configured
AFID SWITCH WWN Active Cfg. VSANS
--------------------------------------------------------------

1 20:00:00:05:30:01:1b:c2 * yes yes 1-2
1 20:02:00:44:22:00:4a:05 yes yes 1-2,6
1 20:02:00:44:22:00:4a:07 yes yes 2-5

Total: 5 entries in configured IVR VSAN-Topology

IVR自動トポロジモードから IVR手動トポロジモードへの移行
IVR自動トポロジモードから IVR手動トポロジモードに移行する場合は、モードを切り替え
る前に、アクティブな IVR VSANトポロジデータベースをユーザー構成の IVR VSANトポロ
ジデータベースにコピーします。

IVR自動トポロジモードから IVR手動トポロジモードに移行するには、次の手順を実行しま
す：

Procedure

ステップ 1 自動 IVRトポロジデータベースをユーザー構成の IVRトポロジにコピーします。

switch# ivr copy auto-topology user-configured-topology

ステップ 2 コンフィギュレーションモードに入ります。

switch# config t
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ステップ 3 IVRトポロジデータベースの IVR自動トポロジモードを無効にし、IVR手動トポロジモードを有効にし
ます。

switch(config)# ivr vsan-topology activate

IVRの永続的 FC ID
ここでは次の内容について説明します。

FC IDの機能と利点
FC IDの永続性は、次の機能を提供することで IVR管理を改善します。

•ネイティブ VSANで使用する特定の仮想ドメインを制御および割り当てることができま
す。

•デバイスの特定の仮想 FC IDを制御および割り当てることができます。

IVRの永続的 FC IDの利点は次のとおりです：

•ホストデバイスは、ターゲットに対して常に同じ FC IDを認識します。
• FC IDは、IVRが使用する仮想ドメインを割り当てることで、SANレイアウトをより適切
に計画するのに役立ちます。

• FC IDを使用すると、SANのモニタリングと管理が容易になります。同じドメインまたは
FC IDが一貫して割り当てられている場合は、参照先のネイティブVSANまたはデバイス
を簡単に特定できます。

FC IDのガイドライン
永続的 FC IDを構成する前に、次の点を考慮してください：

•永続 IVR FC IDには、次の 2種類のデータベースエントリを構成できます：

•仮想ドメインエントリ：特定のVSAN（現在のVSAN）でネイティブVSANを表すた
めに使用する必要がある仮想ドメインが含まれています。仮想ドメインエントリに

は、次の情報が含まれています：

ネイティブ AFID

ネイティブ VSAN

現在の AFID

現在の VSAN

現在の AFIDおよび VSANでネイティブ AFIDおよび VSANに使用される仮想ドメイン
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• 仮想 FC IDエントリ：特定のVSAN（現在のVSAN）内のデバイスを表すために使用
する必要がある仮想 FC IDが含まれています。仮想 FC IDエントリには、次の情報が
含まれています：

•

ポートWWN

現在の AFID

現在の VSAN

現在の AFIDおよび VSAN内の特定の pWWNのデバイスを表すために使用される仮想 FC ID

• IVRに永続的な FC IDを使用する場合は、IVRゾーンセット内のすべてのデバイスにそれ
らを使用することを推奨します。他のデバイスに自動割り当てを使用しながら、一部の

IVRデバイスに永続的な FC IDを使用することは推奨されません。
• IVR永続的 FC IDを使用するには、IVR NATを有効にする必要があります。
• IVR NAT設定で、IVRトポロジ内の 1つの VSANに静的ドメイン IDが設定されている場
合は、その VSANにエクスポート可能な IVRドメインにも静的ドメインを割り当てる必
要があります。

IVRの永続的 FC IDの構成
永続的 FC IDを構成するには、次の手順を実行します：

Procedure

ステップ 1 コンフィギュレーションモードに入ります。

switch# config t

ステップ 2 現在の AFID 21および VSAN 22の IVR fcdomainデータベース構成サブモードを開始します。

switch(config)# ivr fcdomain database autonomous-fabric-num 21 vsan 22。

ステップ 3 現在の AFID 21および VSAN 22のすべてのデータベースエントリ（対応するすべての永続的 FC IDエン
トリを含む）を削除します。

switch(config)# no ivr fcdomain database autonomous-fabric-num 21 vsan 22。

ステップ 4 ネイティブ AFID 20、ネイティブ VSAN 11、およびドメイン 12のデータベースエントリを追加または置
換し、IVR fcdomain FC ID構成サブモードを開始します。対応するすべての永続的 FC IDエントリのドメ
インも 12に変更されます。

switch(config-fcdomain)# native-autonomous-fabric-num 20 native-vsan 11 domain 12

ステップ 5 仮想ドメインエントリのネイティブAFID 20とネイティブVSAN 11、および対応するすべての FC IDエン
トリを削除します。

switch(config-fcdomain)# no native-autonomous-fabric-num 20 native-vsan 11。

高度 VSAN間のルーティング構成
17

高度 VSAN間のルーティング構成

IVRの永続的 FC IDの構成



ステップ 6 pWWNを FC IDにマッピングするためのデータベースエントリを追加または置換します。

switch(config-fcdomain-fcid)# pwwn 11:22:33:44:55:66:77:88 fcid 0x114466

ステップ 7 pWWNのデータベースエントリを削除します。

switch(config-fcdomain-fcid)# no pwwn 11:22:33:44:55:66:77:88。

ステップ 8 デバイスエイリアスを FC IDにマッピングするためのデータベースエントリを追加します。

switch(config-fcdomain-fcid)# device-alias SampleName fcid 0x123456

ステップ 9 デバイスエイリアスのデータベースエントリを削除します。

switch(config-fcdomain-fcid)# no device-alias SampleName

固定的 FC ID構成を確認
show ivr fcdomain databaseコマンドを使用して、永続的な FC IDの構成を確認します。

すべての IVR fcdomainデータベースエントリの表示

switch# show ivr fcdomain database
----------------------------------------------------
AFID Vsan Native-AFID Native-Vsan Virtual-domain

----------------------------------------------------
1 2 10 11 0xc(12)
21 22 20 11 0xc(12)

Number of Virtual-domain entries: 2
----------------------------------------------------
AFID Vsan Pwwn Virtual-fcid

----------------------------------------------------
21 22 11:22:33:44:55:66:77:88 0x114466
21 22 21:22:33:44:55:66:77:88 0x0c4466
21 22 21:22:33:44:55:66:78:88 0x0c4466

Number of Virtual-fcid entries: 3

特定の AFIDおよび VSANの IVR fcdomainデータベースエントリの表示

switch# show ivr fcdomain database autonomous-fabric-num 21 vsan 22
----------------------------------------------------
AFID Vsan Native-AFID Native-Vsan Virtual-domain

----------------------------------------------------
21 22 20 11 0xc(12)

Number of Virtual-domain entries: 1
----------------------------------------------------
AFID Vsan Pwwn Virtual-fcid

----------------------------------------------------
21 22 11:22:33:44:55:66:77:88 0x114466
21 22 21:22:33:44:55:66:77:88 0x0c4466
21 22 21:22:33:44:55:66:78:88 0x0c4466

Number of Virtual-fcid entries: 3
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高度な IVRゾーンと IVRゾーンセット
ここでは、IVRゾーンおよび IVRゾーンセットの詳細構成について説明します。IVRゾーン
とゾーンセットの構成の基本情報については、「IVRゾーンと IVRゾーンセット」を参照し
てください。

IVR設定の一部として、1つ以上の IVRゾーンを設定して、VSAN間通信を有効にする必要が
あります。これを実現するには、各 IVRゾーンを（pWWN、VSAN）エントリのセットとして
指定する必要があります。IVRゾーンは 1つ以上の IVRゾーンセットのメンバーになること
ができるため、異なる IVRゾーンセットに同じ IVRゾーンを含めることができます。

すべての IVR対応スイッチで同じ IVRゾーンセットをアクティブにする必要があります。Note

Cisco SAN-OSリリース 3.0（3）より前は、ネットワーク内のすべてのスイッチで合計 10,000
のゾーンメンバーのみを構成できます。Cisco SAN-OSリリース 3.0（3）では、ネットワーク
内のすべてのスイッチで合計 20,000のゾーンメンバーのみを構成できます。2つのゾーンに存
在する場合、ゾーンメンバーは、2回数えられます。データベースマージの注意事項を参照し
てください。

Caution

IVRゾーン構成ガイドライン
相互運用モードが有効になっている場合は、次の IVR構成時の注意事項を考慮してください：

•メンバーのネイティブVSANが相互運用モードの場合（たとえば、相互運用モードが 2、
3、または 4の場合）、ReadOnly、QoS属性、およびLUNゾーン分割は許可されません。

•メンバーの VSANがすでに相互運用モードであり、ReadOnly、QoS属性、または LUN
ゾーン分割を構成しようとすると、構成が許可されないことを示す警告メッセージが表示

されます。

•最初に読み取り専用、QoS属性、または LUNゾーン分割を構成してから、メンバーの
VSAN相互運用モードを変更すると、構成が許可されていないことを示す警告メッセージ
が表示されます。構成を変更するように求められます。

次に、ReadOnly、QoS属性、および LUNゾーン分割に影響する構成変更が行われたときに表
示される警告メッセージの例を示します。

IVRゾーン構成の警告メッセージ

switch(config)# vsan database
switch(config-vsan-db)# vsan 2
switch(config-vsan-db)# vsan 2 interop 2
switch(config-vsan-db)# exit
switch(config)# ivr zoneset name ivr_zs1 switch(config-ivr-zoneset)# zone name ivr_z1
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switch(config-ivr-zoneset-zone)# member pwwn 21:00:00:14:c3:3d:45:22 lun 0x32 vsan 2
VSAN is in interop mode, and LUN zoning cannot be set.
switch(config)# ivr zoneset name ivr_zs1 switch(config-ivr-zoneset)# zone name ivr_z1
switch(config-ivr-zoneset-zone)# member pwwn 21:00:00:14:c3:3d:45:22 vsan 2
switch(config-ivr-zoneset-zone)# attribute read-only VSAN is in interop mode and zone
member has been configured, zone cannot be set to READ-ONLY.
switch(config-ivr-zoneset-zone)# attribute qos priority medium VSAN is in interop mode
and zone member has been configured, QoS cannot be assigned to zone.

IVRゾーン分割での LUNの構成
LUNゾーン分割は、アクティブな IVRゾーンのメンバー間で使用できます。ゾーン分割イン
ターフェイスを使用して、関連するすべてのエッジ VSANで目的の IVRゾーンメンバー間で
LUNゾーンを作成およびアクティブ化することで、サービスを構成できます。または、IVR
で直接サポートされている LUNゾーン分割を使用できます。LUNゾーン分割の利点の詳細に
ついては、『Cisco MDS 9000シリーズ NX-OSファブリック構成ガイド』または『 Ciscoファ

ブリックマネージャファブリック構成ガイド』を参照してください。

IVRゾーン分割に LUNを構成するには、次の手順に従います：

Procedure

ステップ 1 設定モードを開始します。

switch# config t

ステップ 2 IvrLunZoneと呼ばれる IVRゾーンを構成します。

switch(config)# ivr zone name IvrLunZone

ステップ 3 指定された pWWNと LUN値に基づいて IVRゾーンメンバーを構成します。

switch(config-ivr-zone)# member pwwn 10:00:00:23:45:67:89:ab lun 0x64 vsan 10

Note
CLIは、0xプレフィックスが含まれているかどうかに関係なく、LUN IDの値を 16進値として解釈しま
す。

ステップ 4 指定された pWWN、LUN値と AFIDに基づいて IVRゾーンメンバーを構成します。

switch(config-ivr-zone)# member pwwn 10:00:00:23:45:67:89:ab lun 0x64 vsan 10 autonomous-fabric-id 20

ステップ 5 IVRゾーンメンバーを削除します。

switch(config-ivr-zone)# no member pwwn 20:81:00:0c:85:90:3e:80 lun 0x32 vsan 13 autonomous-fabric-id 10
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What to do next

IVRゾーンセットセットアップで LUNゾーン分割を構成できます。Note

QoS属性の構成
IVRゾーンの QoS属性を設定するには、次の手順を実行します：

SUMMARY STEPS

1. コンフィギュレーションモードに入ります。

2. IvrZoneと呼ばれる IVRゾーンを構成します。
3. IVRゾーントラフィックの QoSを中程度に構成します。
4. デフォルトの QoS設定に戻します。デフォルトは [低（Low）]です。

DETAILED STEPS

Procedure

PurposeCommand or Action

switch# config tコンフィギュレーションモードに入ります。ステップ 1

switch(config)# ivr zone name IvrZoneIvrZoneと呼ばれる IVRゾーンを構成します。ステップ 2

switch(config-ivr-zone)# attribute qos priority medium。IVRゾーントラフィックの QoSを中程度に構成し
ます。

ステップ 3

switch(config-ivr-zone)# no attribute qos priority
medium

デフォルトの QoS設定に戻します。デフォルトは
[低（Low）]です。

ステップ 4

What to do next

他の QoS属性が構成されている場合は、最も高い設定が優先されます。Note

IVRゾーンの QoS属性の確認
show ivr zoneコマンドを使用して、IVRゾーンの QoS属性を確認します。

switch(config)# show ivr zone
zone name IvrZone

attribute qos priority medium
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IVRゾーンと IVRゾーンセットの名前変更
IVRゾーンの名前を変更するには、EXECモードで ivr zone renameコマンドを使用します。

switch# ivr zone rename ivrzone1 ivrzone2

IVRゾーンセットの名前を変更するには、EXECモードで ivr zoneset renameコマンドを使用
します。

switch# ivr zoneset rename ivrzone1 ivrzone2

構成された IVRゾーンデータベースのクリア
ゾーンセットをクリアすると、構成済みゾーンデータベースが消去され、アクティブゾーン

データベースは消去されません。

構成された IVRゾーンデータベースをクリアするには、 clear ivr zone databaseコマンドを使
用します。

Procedure

ステップ 1 設定されているすべての IVRゾーン情報をクリアします。

switch# clear ivr zone database

ステップ 2 スイッチの再起動時に実行構成が使用されるようにします。

switch# copy running-config startup-config

読み取り専用ゾーン分割を使用する IVRの構成
読み取り専用ゾーン分割（LUNの有無にかかわらず）は、アクティブな IVRゾーンのメンバー
間で使用できます。このサービスを構成するには、ゾーン分割インターフェイスを使用して、

関連するすべてのエッジ VSAN内の目的の IVRゾーンメンバー間で読み取り専用ゾーンを作
成し、アクティブにする必要があります。

読み取り専用ゾーン分割は、IVRゾーンセットセットアップでは構成できません。Note
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IVRフローでの Advanced Fabric Servicesの有効化
高度なファブリックサービス（SMEや IOAなど）は、ファブリック全体の FCリダイレクト
インフラストラクチャを使用してトラフィックフローをリダイレクトします。これらのサービ

スは、内部機能である抽象ACLマネージャ（AAM）を使用して IVRフローで有効にできるよ
うになりました。

ガイドラインおよび制約事項の構成

IVRの AAMを有効にする前に、次の前提条件を考慮する必要があります：

• CFS配信は、IVRに対して有効にする必要があります。
• AAMは、IVR-NATモードでのみサポートされます。
•ファブリックサービス（SMEや IOAなど）が有効になっているスイッチは、AAMがサ
ポートする NX-OSリリース 5.0（1）以降を実行している必要があります。

• FCリダイレクトは、バージョン 1またはバージョン 2モードで実行できます。
• FCRの IVRサポートを有効にする前に、IVRのAAMサポートを有効にする必要がありま
す。

• AAMが IVRに対して有効になっている場合、LUNゾーン分割はサポートされません。
• IVRマージは、両方のファブリックで AAMが有効になっている場合、または両方のファ
ブリックで AAMが無効になっている場合にのみサポートされます。ファブリックの 1つ
でAAMが有効になっており、もう一方のファブリックでAAMが無効になっている場合、
IVRマージは失敗します。

• IVRデバイスのすべての高度なファブリックサービス（SMEおよび IOA）設定を削除し、
FCRの IVRサポートを無効にしてから、IVRのAAMサポートを無効にする必要がありま
す。

• MDS NX-OSリリース 5.0（1）に以前のリリースにダウングレードする前に、IVRデバイ
スのすべての高度なファブリックサービス（SMEおよび IOA）構成を削除し、FCRの
IVRサポートを無効にしてから、IVRの AAMサポートを無効にする必要があります。

IVRの AAMサポートの有効化
IVRの AAMを有効にするには、次の手順を実行します：

Procedure

ステップ 1 コンフィギュレーションモードを開始します。

switch# config t

ステップ 2 IVRを有効にします。

switch(config)# feature ivr
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ステップ 3 IVRの CFS配信を有効にします。

switch(config)# ivr distribute

ステップ 4 IVRの NATモードを有効にします。

switch(config)# ivr nat

ステップ 5 IVR構成変更をコミットします。

switch(config)# ivr commit

ステップ 6 IVRの AAMを有効にします。

switch(config)# ivr aam register

ステップ 7 IVR構成変更をコミットします。

switch(config)# ivr commit

What to do next

show ivr aamコマンドを使用して、AAMサポートが IVRに対して有効になっているかどうか
を確認できます。

switch(config)# show ivr aam
AAM mode status
--------------------------
AAM is enabled

FCRの IVRサポートの有効化
FCRの IVRサポートを有効にするには、次の手順に従います：

Procedure

ステップ 1 コンフィギュレーションモードを開始します。

switch# config t

ステップ 2 FCRの IVRサポートを有効にします。

switch(config)# fc-redirect ivr-support enable

What to do next

show fc-redirect configコマンドを使用して、AAMサポートが FCRに対して有効になっている
かどうかを確認できます。
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switch(config)# show fc-redirect config
switch(config)#
switch(config)#
switch(config)#

IVRの AAMサポートの無効化
IVRの AAMサポートを無効にするには、次の手順を実行します：

Procedure

ステップ 1 コンフィギュレーションモードを開始します。

switch# config t

ステップ 2 IVRデバイスの高度なファブリックサービス構成が存在するかどうかを確認します。

switch(config)# ivr aam pre-deregister-check

ステップ 3 IVRデバイスの高度なファブリックサービス構成のステータスを表示します。

switch(config)# show ivr aam pre-deregister-check

ステップ 4 IVRデバイスのすべての高度なファブリックサービス（SMEおよび IOA）構成を削除します。

『Cisco MDS 9000シリーズ SMEと IOA構成ガイド』を参照してください。

ステップ 5 FCRの IVRサポートを無効にします。

switch(config)# no fc-redirect ivr-support enable

ステップ 6 IVRの AAMサポートを無効にします。

switch(config)# no ivr aam register

ステップ 7 IVR構成変更をコミットします。

switch(config)# ivr commit

What to do next

IVRの AAMサポートを無効にする前に、 ivr aam pre-deregister-checkコマンドを使用して、
IVRデバイスの SMEまたは IOA構成があるかどうかを確認する必要があります。

switch(config)# show ivr aam pre-deregister-check
AAM pre-deregister check status
--------------------------
Run the "ivr aam pre-deregister-check" command first to check whether an ivr aam deregister
can be done.
switch(config)# ivr aam pre-deregister-check
switch(config)# show ivr aam pre-deregister-check
AAM pre-deregister check status
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-------------------------
FAILURE
There are merged entries or AAM has not been enabled with the following switches:
switch swwn 20:00:00:05:30:00:15:de

User has two options:
1. User can go ahead to issue ivr commit, but the above switches in the fabric may fail
to deregister.
2. User may also run "ivr abort", then resolve above switches and re-issue the ivr aam
deregister.
Warning: IVR AAM pre-deregister-check status may not be up-to-date. Please issue the
command "ivr aam pre-deregister-check" to get updated status.
switch(config)# ivr aam pre-deregister-check
switch(config)# show ivr aam pre-deregister-check
AAM pre-deregister check status
--------------------------
SUCCESS
Warning: IVR AAM pre-deregister-check status may not be up-to-date. Please issue the
command "ivr aam pre-deregister-check" to get updated status.
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